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[緒言]

 本研究は、大阪 ・京都で流行している若者たち

の 「YOGORE」 と呼ばれる踊 りの現象を通 して、

今の若者たちがどのような身体感覚の中で生き、

現在という社会との関わ りの中で何 を求めている

のか、またどのような問題 を孕んでいるのかを読

み解 くための一考究である。

[研究方法]

(1)「YOGORE」 をビデオ撮影 し、その後歌詞 と動

きの関係性を分析 した。 1998年7月23日

(2)大阪アメリカ村のクラブ ・イノセントにて、ど

のように踊られているのかを実際に体験 し、一部

ビデオ撮影 した。1998年10月31日 大阪心斎橋にて

[結果と考察]

 「YOGORE」 の言葉の意味を探るため会場で イ
ンタビューをしたが、「ただ皆が呼んでいるから」

という返事だけでつきとめられなかった。しかし、

発生過程は数年前の東京の 「Para Para」(ユ ーロ

ビー ト系や小室系の曲を使用)が 伝わり、特に関

西で 「YOGORE」(レ ゲエ、ヒップ・ホップ、ロッ

クなど広範囲のジャンルの曲を使用)と して流行

しているようである。

 次に伴奏音としている曲の1例 を挙げてみよう。

●若者たちの 「当て振 り」について

 音楽の歌詞を物真似によって説明する最 も単純

な振 りの手法が 「当て振 り」であるが、現在の若

者の当て振 りは意味のつなが りや感情の流れを無

視 して"音"の 聞こえるままに振 り付けをし、動

き(し ぐさ)の コラージュを楽 しんでいる。従来

の「当て振 り」という古い感覚と動きのコラージュ

という新 しい感覚の錯乱(対 立 ・入れ子)と いっ

たハイブリットなイメージを意識の中で遊んでい

るように思われる。また、瞬間的 ・直観的当て振

り遊 び に よっ て 、 身体 感 覚 の ウ ェ ー ブ を楽 しみ 、

彼 ら特 有 の快 楽 感 を作 り出 して い る。

● 若 者 た ち の 時 間感 覚 と存 在 の感 覚

 若 者 た ち の 「当 て振 り」 は 、一 つ の音 も聞 き落

とす まい と して い る か の よ うに ス ピー デ ィで あ る。
"す る こ と"の 連 続 で 時 間 を埋 めつ く さな け れ ば

虚 しい と感 じて し ま う心 性 が支 配 的 で あ り、 そ の

結 果 若者 た ち の 時 間感 覚 が お そ ろ し くせ っ か ち に

な っ て きて い る の は確 か だ。"何か で あ る こ と とは

関係 な い-た だ あ る こ と ・た だ存 在 す る こ と"す

な わ ち 自己 の存 在へ の感 覚 が希 薄 に な っ て きて い

る こ との現 象 とは考 え られ な い だ ろ うか。

● 自閉 す る 身体

 1960年 代 後 半 か ら80年 代 前 半 に か け て時 代 の主

流 で あ っ た 人 間 の有 機 的 身体 性 を剥 き出 しに した

パ フ ォー マ ンス は 、80年 代 後 半 か ら無 機 的 な電 子

の壁 で あ る イ ンス タ レー シ ョ ン(装 置)の 時 代 へ

移 行 して お り、21世 紀 に な る と時 代 の気 分 は どの

よ うな展 開 を見 せ る の だ ろ うか。

 浦1)が 言 う よ うに 「ヒ トとキ カ イの境 界 が 消 え

る近 未 来感 覚 に お い て は 、 身体 的 ・物 理 的 な移 動

や パ フ ォー マ ンス は必 要 と しな い。 ポ ス トモ ダ ン

で は 、 自閉 こそ心 地 よ く、 ソフ ィス テ ィケ ー テ ィ

ドで イ ンテ リジ ェ ン トで あ る。「書 を捨 て て 町へ 出

よ う」か ら再 び書 や コ ン ピ ュー ター の 世 界 に 自閉 ・

個 立(孤 立 で は な い)し な が ら、心 は電 子 の森 の

中 で 自在 に遊 ぶ 時代 に な っ た」 こ とか ら、 当 て振

り を 楽 しむ 若 者 は 見 る ・見 られ る と い う外 に ア

ピー ル す る 身 体 よ り もゲ ー ム に必 死 に な る 内 に こ

もる 身 体 を有 して い る よ うで あ る。 内 を揺 さぶ る

た め の手 段 を探 して い る か の よ うな踊 りに 自閉 し

な が ら、か ろ う じて 「YOGORE」 とい う踊 りの 中

に存 在 す る こ とで他 者 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを

図 って い る の か も しれ な い 。

● エ ク レ クテ ィ ッ クな感 覚

 若 者 の 当 て振 りか ら感性 の 在 りか た の ひ とつ と

して 、 エ ク レ クテ ィ シ ズム(折 衷 主義)が 伺 え る 。

異 質 な もの を どん どん取 り込 み 、融 合 な ど面 倒 な

こ と をせ ず 、 た だ脈 絡 な く共存 させ て し ま う感 覚

で あ る 。 た だ 自分 た ち が い ちば ん お も しろ く、気

持 ち 良 くな れ る動 き をや っ て い る だ け で 、 だ か ら

こそ 、 そ の 空 間 に お い て は 生 き生 き して い る の だ。

[ま とめ]

 若 者 の 「YOGORE」 の 当 て 振 りダ ン ス は、 出 口

の な い 暗 闇 の 中 で もが い て い る よ うに も見 え る し、

エ ク レ クテ ィ ッ クな感 覚 で新 しい地 平 に ポ ン とス

キ ップ して い る よ うに も感 じ られ た 。 お そ ら く、

時代 の 気 分 と と もに大 変 ス ピー デ ィに変 化 を して

い くと思 わ れ る 。現 象 の 多様 性 の 中 で感 覚 の生 成

す る場 と して の ダ ンス を見守 っ て い きた い。
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